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平成２２年度第３回小金井市緑地保全対策審議会会議録 

 

１ 開催日 平成２３年２月１０日（木） 

２ 時 間 午前１０時００分から午後１２時００分まで 

３ 場 所 小金井市婦人会館 

４ 案 件 (1) 平成２２年度緑に関する主な事業報告と平成２３年度事業予定につ

いて 

(2) 梶野公園現地説明 

５ 出席者 (1) 審議会委員（９人） 

  会 長 真山 茂樹 

  副会長 林  道子 

  委 員 船田  正 

      片岡 康子 

      柏原 君枝 

      平井 安代 

      上田 一彦 

      髙橋 賢一 

      岩村 沢也 

(2) 説明員 

  環境部長    深澤 義信 

  環境政策課長  石原 弘一 

 (3) 事務局員 

  緑と公園主任  鈴木 政博 

  緑と公園主事  西尾 宅司 

  緑と公園主事  赤羽  啓 
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会長  それでは、時間がまだ３分ほど前でございますが、全員おそろいと

いうことなので、これから始めたいと思います。 

 皆様おはようございます。このところ非常によいお天気も続いてお

りますが、きょうはここの婦人会館に会場をお取りいたしましたとい

いますのは、この会議の後、２月１９日に、そこの梶野公園が開園い

たします。そこの現地で説明を受けようということでございまして、

きょうはここの婦人会館を市の方に会場を手配していただきました。 

 その説明会はこの後といたしまして、それでは早速、平成２２年度

第３回緑地保全対策審議会を開催いたしたいと思います。 

 まず最初に、本日の議題の（１）平成２２年度の公園緑地事業の報

告と、２３年度の事業予定について、事務局から報告を受けたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

環境政策課長 おはようございます。お忙しい中、第３回小金井市緑地保全対策

審議会にご出席いただきまして、まことにありがとうございます。 

 本日は、先ほど会長のほうからもご紹介いただきました。２月１９

日の開園式典直前の梶野公園の現地をご見学いただくということもご

ざいまして、こちらの婦人会館のほうまでお集まりいただきましてあ

りがとうございます。 

 本日の委員のご出欠でございますが、９名の委員さんにご出席いた

だいてございます。中村委員さんはご欠席のご連絡をいただいてござ

います。したがいまして、小金井市緑地保全及び緑化推進条例施行規

則第１１条第６号で規定する半数以上の委員の出席の要件を満たして

ございますので、審議会は成立していることをまずご報告させていた

だきます。 

 本日は上田一彦委員さんのご出席をいただいてございますので、改

めてご紹介をさせていただきます。当審議会では、平成１９年２月か

ら学識経験者区分の委員のお１人といたしまして、東京都環境局多摩

環境事務所の自然環境課長さんに委員のご就任をお願いしてございま

す。 
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 平成２２年４月に人事異動がございまして、前任の太田課長さんが

異動されまして、上田課長さんにかわられてございますので、当審議

会の委員を平成２２年８月１９日付でお願いさせていただきました。 

 第１回、第２回の開催日には、他の公務との関係でご出席いただけ

ませんで、本日が初めてのご出席となられるかと思いますので、案件

に入る前に、一言、上田委員さんからごあいさつをいただければと思

いますが、会長、よろしいでしょうか。 

会長  はい。ではお願いいたします。 

上田委員  多摩環境事務所の自然環境課長の上田でございます。 

 私自身は、環境行政の最前線に出されるというのは初めてでござい

まして、都庁から４月にこちらのほうに来ました。自然環境課は、多

摩の２６市３町１村、いわゆる多摩すべてを所管してございまして、

保全地域の管理、それからボランティアさんとの関係づくり、それか

ら緑化の推進、高尾山を中心にした自然公園の維持管理。それから、

東京では幸いなことにまだ発生しておりませんが、野生鳥獣行政の中

での鳥インフルエンザなどが今、各地で問題になっています。東京は

今のところ大丈夫だといわれておりますが、鳥の世界のことなので、

いつ飛んでくるかもわかりませんので、非常に緊張感を持って仕事を

させていただいています。 

 きょうは３回目で初めてこの場に来たということで、これまでいろ

いろ重なっていて来られなかったので申しわけなかったのですが、私

も、そういう意味では自然行政は初めてということもありまして、い

ろいろ皆さんとともに勉強させていただきながら務めたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

会長  ありがとうございました。 

環境政策課長 それでは本日の案件でございます。案件は２つございまして、平成

２２年度緑に関する主な事業と２３年度の事業予定と、梶野公園の現

地説明でございます。 

 まず案件（１）の、平成２２年度緑に関する主な事業をご説明させ

ていただきます。時系列的な説明になってしまって、いろいろ話が緑

地行政の中でも飛び飛びになってしまうかもしれませんが、ご容赦い

ただきたいと思います。 
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 まず、平成２２年度当初の４月には、生産緑地の追加指定の受付を

行いました。 

 平成２２年度以降の生産緑地地区の指定方針及び指定基準を策定い

たしまして、農業委員会の協力をいただきまして、農業従事者の方や

農業関係者の方向けに説明会を行いました。 

 新しい追加指定の方針と基準によります指定の相談受付を行いまし

て、新しく追加地区を１件、面積の増の地区２件の追加をさせていた

だきまして、昨年１０月の都市計画審議会に諮りまして、本年１月１

日付で生産緑地地区の都市計画の変更を告示いたしました。 

 資料がなくて、口頭での説明で申しわけございません。 

 続きまして５月には、市民の方によります緑のカーテンの、緑化活

動のためのヘチマ、ゴーヤ、キュウリの苗を、市内２カ所で配布させ

ていただきました。 

 ６月には、緑の基本計画検討委員会を開催いたしまして、以後、偶

数月に、緑の基本計画の検討委員会を開催いたしまして、前回の緑地

保全対策審議会でもご意見をいただいたところでございますが、現在、

計画の素案のパブリックコメントを、２月１５日までの期間、募集し

ているところでございます。 

 １１月には、公共施設の接道部緑化事業といたしまして、東京都環

境局の補助金をいただきまして、東京学芸大学と市の連携事業という

形で、学芸大学正門西側のブロック塀の撤去を学芸大学さんの協力で

していただきまして、撤去後の２００メートル区間にわたって、植栽

帯的な、市民の方に親しまれる緑地として整備する工事を、現在も行

っているところでございまして、３月には完成の予定という形で、現

在工事が進行中でございます。 

 １１月には、貫井南町４丁目で昭和４５年から児童遊園として借用

してきた貫井けやき広場を、都市計画決定して今後永続的な公園とし

て残していくために、貫井けやき公園として都市計画審議会に諮りま

して、１１月２日に都市計画公園貫井けやき公園として都市計画の告

示をさせていただきました。 

 それから、これより先はこれから、今年度中の予定でございますが、

梶野公園は事前に皆様方にもご案内を配付させていただきましたが、
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２月１９日に開園式典を行う予定でございます。 

 また、緑の基本計画につきましては、パブリックコメントの受付を

終了した後、３月４日に最終回、第５回目の緑の基本計画検討委員会

を開催いたしまして、緑の基本計画の正案とすべき検討を進めていく

予定となってございます。 

 パブリックコメントと並行いたしまして、東京都都市整備局都市づ

くり政策部緑地景観課を通しまして、東京都が関係する小金井市の緑

の基本計画に係る施策についてのご意見をいただくこととなってござ

います。 

 １回ここで、本年度事業という形で、一たん説明を終わらせていた

だきたいと思います。 

会長  それでは、今、環境政策課長のほうから今年度事業のご説明がござ

いましたが、このことにつきまして、ご意見、ご質問等ございました

らお願いいたします。 

岩村委員  ちょっと確認なのですが、生産緑地の追加分というのはどのくらい

増えたのか。あるいは逆に減った部分ということが、緑の基本計画を

見ても、むしろ減ったというようなことも書かれていますし、その増

減が実際にどうなっているのか。 

 それから、生産緑地は私有地ですから承認せざるを得ないのですが、

こういった承認というか確認なのでしょうか、都市計画審議会でそれ

を承認したというのは、生産緑地の位置づけとして確認するのはこの

都市計画審議会でやるということが、小金井市では決まっているとい

うことなのでしょうか。 

 同じく、貫井けやき広場が公園になったときにも、都市計画審議会

のマターとしてそれを確認というか承認というのは、そこの審議会で。

審議会の位置づけというのを知りたいのですが。 

事務局    では、数字について、私のほうからご説明させていただきます。 

 先ほどの２３年１月１日に告示をした追加分ですが、まず、新規の

生産緑地、これは都市計画決定する、地区指定の決定をするわけです

が、それの新規は、８２０平米が１件。８２０平米の面積の土地を１

件追加という形です。あと２件ですが、もともと生産緑地地区を指定

していたところに、面積増で筆を追加した形で増やしているというも
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のが２件ございます。 

 それは、もともと６２３平米だったところに１４３平米を追加した

もので、７６６平米にしたと。もう１点が、７４７平米の既存の地区

に１６３平米足して、７４８.６３平米になったという形です。 

髙橋委員 今のような資料は、みんな共通に必要ですよね。この審議会に関 

係するデータだから、そういうのは資料として、口頭ではなくて、表 

１枚で書いてますけれども、そういうのを配布なりそういうのを求め 

ておられるのでしょう。 

岩村委員   できたら。できたらというか……。 

髙橋委員   全体像を把握しておきたいというご趣旨だから。そういうのは配布 

してまずい資料ではないでしょう。 

環境部長   環境部長の深澤です。今の関係については言われるとおりだと思い

ますので、ここの審議会自体では生産緑地の認定とかそういうのをす

る場ではないのですが、小金井の緑の大多数の部分については生産緑

地にかなりかかる部分もございますので、その辺については表がござ

いますので、都市計画審議会のほうに出されている表を、次回、ここ

はコピーの機械がないので、次回お出しさせていただくような形をと

りたいと思います。 

 ただ、この間の数字的な経過を、口頭で申しわけないのですがお知

らせさせていただきたいのですが。 

 生産緑地自体は、平成４年に生産緑地法の一部が改正されて、小金

井市にある農地について、３０年間永続的に耕作するという部分と、

市街化していく、宅地化していく農地とを、どちらを選ぶかというと

きが、平成４年に、土地の所有者に選択権がございました。 

 それで、３０年間永続して耕作をするという土地については、生産

緑地として都市計画上に位置づけるという形になります。 

 それで、都市計画に位置づけるに当たっては、この決定権自体は小

金井市にございますので、小金井市の都市計画審議会のほうにかけて

承認をいただいた上、決定した上で、東京都に申請をするという形に

なってございます。 

 そういう形で、平成４年当初、この認定をした土地自体は２６２件

で、面積的には８４.８２ヘクタールありました。これが生産緑地と
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して、平成４年のときに指定した数字になってございます。 

 これが今現在どうなっているかというところを見ていただくと、も

うかれこれ十七、八年たつわけですが、相続等、生産緑地に指定しま

すと、先ほど申しましたとおり３０年間永続して耕作するというのが

前提なので、やはり所有者の相続とか、身体の関係で耕作ができない

というとき以外は解除ができないという形になります。ただ、税制的

な優遇は受けるという形で、税金はかなり安くなります。ただ、３０

年間耕作をしていただくというのが原則です。 

 ただ、やはりこういう形で相続等が発生すると、どうしても相続税

等の関係で解除せざるを得ないという形で、年々減ってきてございま

す。 

 この面積自体が、先ほどの、この間解除、また追加等をやっていく

中で、経過していく中で、現時点では、この間の都市計画審議会での

最終的な面積を見ると、６７.８８ヘクタールに減ってしまっている。 

 だからこの間、２０ヘクタールぐらいが減ってきてしまっていると

いうのが現状です。 

 その辺の資料、今までの経過については、次回に資料としてお渡し

したいと思います。 

 あとは、都市計画審議会は、先ほど申しましたとおり、結局、生産

緑地として都市計画で位置づける部分については、都市計画審議会で、

市で決定をするという手続があります。 

岩村委員   こちらの緑対審と、その都市計画、向こうは決定すると結構法的な

委員会というような、審議会でも２種類あって、法的にかなり効力を

持つ委員会と、それから意見をいただくという委員会とがあると思う

のですが。 

環境部長  そうですね。この緑地対策審議会自体はご意見をいただくという審

議会だと思います。都市計画審議会というのは、それなりの決定権を

持ってございますので、そこで決定されれば法的な根拠は成立します

ので、税制とかそういうものの優遇がございますので、違いがありま

す。 

 都市計画審議会のほうには、髙橋委員さんもなってございますので。 

会長  ありがとうございました。ほかにご質問、ご意見がございましたら
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お願いいたします。 

環境部長  それともう１つ、けやき広場の関係で岩村委員さんが言われた、そ

こも、今まで広場として地主さんから土地を１,２００平米お借りし

ていた土地を、こちらも相続の話でして、どうにか長年、市の公園と

して利用していたので、所有者のほうも公園として維持していただき

たいというようなことがございましたので、今回、１,２００平米の

うちの２００平米程度を、市のほうで買わせていただきました。 

 ただ、市といたしましても、この公園をそのまま存続していきたい

という形で、やはり１,２００平米、一部都市計画道路がかぶってし

まってございますので、そこは除いた８００平米について、都市計画

という形で永続的に公園として維持していきますという決定を、都市

計画審議会のほうでしていただきました。 

 そのうちの２００平米程度を、今回ここで取得をいたしまして、残

りの６００平米については将来的に市が取得をしていくという形にな

っています。そういう、市が最終的には取得をしていくという条件を

つけているものです。 

 それで、なぜ都市計画をするかというのは、やはりなかなか、土地

を買っていくというのは市の財政上も厳しいものがございますので、

きちんと都市計画の中で位置づけて、東京都、国の補助金をとりなが

ら取得をしていくという形の手続の１つになっています。 

会長     そうしますと、前回の残りの部分は借用している形。 

環境部長  はい。無償で借用しています。もう長年、昭和４５年から無償でず

っとお借りしていました。ただ、そのかわり、固定資産税は非課税と

させていただいていたと。有償という形になると、今度は逆に固定資

産税をかけないといけないんです。 

会長     そういうご説明でございましたが、ほかに何かございますか。 

ございませんでしたら、今度は平成２３年の緑に関する主な事業に

ついて、ご説明をお願いいたします。 

環境政策課長 はい。２３年度の緑に関する主な事業でございますが、先ほど、

貫井けやき公園の都市計画決定についてご報告させていただきました

が、そのうちの、正式には２１４.０２平米なのですが、今年度中に

都市開発公社が所有者から購入をいたしまして、来年度、平成２３年
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度には、小金井市土地開発公社から市が取得する予定となってござい

ます。金額的には、もう予算のほうも公表されてございますので、用

地の取得地として２,７６６万円を見込んでいるところでございます。 

 続きまして、滄浪泉園、これは貫井南町３丁目にある特別緑地保全

地区でございますが、これも都市計画決定をしている緑地でございま

す。 

 こちらの北西部に隣接する、もともと滄浪泉園をお持ちだった方に

ゆかりがある方の土地でございましたが、こちらのほうが、その方か

ら土地開発公社のほうに土地を売るというと形にすると、新小金井街

道にも近いのでマンション開発などのおそれがあるということで、で

きれば公で買ってもらいたいというお話がございまして、それを受け

て、小金井市の土地開発公社で購入した土地でございます。 

 こちらの隣接地に約０.０９ヘクタール、９００平米の土地が、い

まだ土地開発公社の所有のまま残されてございますので、こちらを都

市計画決定を変更した後、滄浪泉園の特別緑地保全地区に追加するこ

とを、現在考えているところでございます。 

 こちらにつきましては、予算といたしましては土地の所有者からの

取得費といたしまして、２億２,１７８万円の予算を見込んでいると

ころでございます。 

 先ほどの貫井けやき公園も滄浪泉園につきましても共通なのですが、

これはすべて市の予算で賄うのですが、国や東京都からの補助金も、

都市計画決定を受けることによって、貫井けやき公園については３分

の１の東京都の補助金を申請しているところでございまして、滄浪泉

園の隣接地につきましても、国３分の１、東京都３分の１の補助金を

申請しつつ、市でも取得していきたいと考えているところでございま

す。 

 続きまして、小金井市の北部に、五日市街道沿いに玉川上水がござ

いまして、明日、名勝小金井桜の大復活祭ということで、市民団体に

よるヤマザクラの補植というものも行われる予定となってございます

が、市といたしましても、平成２３年度中に岩手県の北上などからヤ

マザクラの苗木を取り寄せまして、４０本の苗木を補植できるように、

これは２２年度・２３年度の２年度間の事業でございますが、そうい
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ったことで小金井市も名勝小金井桜の復活に、市民とともに協力して

いくという予算も計上しているところでございます。 

 それからもう１つ、昨年度、市役所の本庁舎の壁面緑化事業という

のを行ったのですが、本年度については本庁舎の改修工事が入ってご

ざいまして、壁面緑化事業は本年度については行えなかったのですが、

来年度につきましては、昨年度工事した施設を利用いたしまして、ま

た２３年度については本庁舎の壁面緑化事業を行う予定でございます。 

 こちらは、維持管理費といたしまして８３万円の予算を、２３年度

計上しているところでございます。 

 ヤマザクラの運搬と本庁舎の壁面緑化につきましては、公園緑地の、

環境政策課の予算ではあるのですが、ヤマザクラについては文化財と

絡むということで、教育費の予算計上として２０５万円、それから本

庁舎の壁面緑化につきましては庁舎の管理費ということで総務費とし

て計上しているところでございますが、平成２３年度の公園緑地費に

つきましては、４億１２４万円の予算を、２３年度計上しているとこ

ろでございます。 

 これは昨年度の当初予算と比較いたしますと、昨年度は３億２,４

３５万円でございましたので、７,６８９万円の増という形で、昨年

度と比較いたしまして、小金井市の公園緑地費については２３.７％

増ということになっております。こちらは土地の取得費が大幅に入っ

てございますので、そういった大幅なレベルアップという形となって

ございます。 

 以上で、平成２３年度の事業予定についてのご報告を終わらせてい

ただきます。 

会長     どうもありがとうございます。 

今、平成２３年度の事業予定についての詳しい説明をいただきまし

たが、これについてのご質問、ご意見等ございましたらお願いいたし

ます。 

岩村委員  桜のほうですが、今まであったのは、あそこはヤマザクラでしたっ

け。ソメイヨシノではなくて。 

 それで、僕は何かで聞いて、自分の記憶を確認したいのですが、北

上との関係なのですが、小金井にあった桜を一度北上に寄贈したのか
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何かわかりませんが歴史があって、それとの交流というか、縁がある

というので、今度また北上からというような。その縁なのか、ちょっ

とそのあたりを知りたいということと、それから、僕は全然こういっ

た知識は持っていなかったのですが、小金井市土地開発公社というの

は、これは例えば今までどういった仕事をしてきたんですか。例えば

市営アパートとか、そういったものに関するもの。あるいはその他、

小金井市の施設に関する開発事業とかをやってきたところなのか。ち

ょっとそのあたりの位置づけをお聞きしておきたいのですが。 

事務局  まず、玉川上水に植わっている桜でございますが、一部、奉仕団体

などの植樹によってソメイヨシノが数本植わっているという話も聞い

ているのですが、基本的にはヤマザクラで統一されて植樹されている

ものでございます。 

 それから、北上市との縁ですが、これは小金井市のほうには北上に

小金井桜が贈られたという記録は残っていないのですが、北上市のほ

うには、北上市の展勝地公園という大きな、桜の名所となっている公

園がございまして、そちらの桜は玉川上水の桜の寄贈でもって、今ま

で衰えていた桜が見事に復活したものである、というような記録が、

北上市のほうには残ってございまして、それを知った小金井市の市民

が北上のほうまで出かけていって、どういった桜があるのかというよ

うな調査をしたり、北上市のボランティア団体と交流を図ったりした

ことによって、現在、北上との縁が復活したものでございます。  

 で、玉川上水の桜は、これも幾つか説はあるのですが、市民団体の

方が調べた範囲では、岩手県北上の桜、奈良の吉野の桜、それから茨

城の桜川の桜によって構成されているものであるということがござい

まして、そういったことから、北上の桜は玉川上水の桜の正当な系譜

を引く桜であるという認識に立って、北上の桜を植樹するというのが、

現在大きく行われているものでございます。  

 ちょっと奈良の吉野は、今、桜の病気の関係などがあるようでして、

あまり外に出すのは好ましくないという状況があるようでございまし

て、そうすると桜川か北上かという、そちらからしか入手の手だてが

ないというようなことが現状です。  

環境部長   土地開発公社につきましては私のほうからご報告をさせていただき
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ます。  

 小金井市の土地開発公社自体については、ほかの市等の中ですと、

営利企業、営利の目的として事業を進めるという方法もあるのですが、

小金井市の場合は営利の関係については一切やっていない。土地の先

行取得をしていくポジションという形になってございます。  

 これは公益法人という形で認可をとっている組織になっているので

すが、あくまでも小金井市の公共施設等の土地を取得するに当たって、

１年前に先行取得をした上で、翌年度、一般会計のほうで引き取ると

いう手続をとるポジションになっています。  

 これは、都市整備部都市計画課の職員が兼職という形でやってござ

います。  

 例えば、先ほど来、貫井けやき広場なり滄浪泉園の隣接地を取得す

るに当たって、前年度に土地開発公社のほうで、銀行ローンを使って

土地を取得します。それで翌年度に、担当課のほうで財源措置、例え

ば東京都、国の補助金をとる、また、市でもいろいろな基金がござい

ますので、そういう財源措置をした上で、翌年度に一般会計の予算計

上をして、そこで市が正式に買い取るというような、ワンクッション

を置く場所になっています。  

岩村委員   今はどうなっているかわかりませんが、昔、市営アパートってあり

ましたよね。あれとは全然関係ない。  

環境部長   全然。うちの場合はそういう営利業はやりませんので、市営住宅の

管理や、自転車置き場の貸しつけとか、そういう事業は一切やってい

ません。  

岩村委員   今、兼職とおっしゃっていましたが、可能なんですね。独立の職員

を設けるというのではない。  

環境部長   ないです、はい。結局はそれだけ、土地の先行取得だけの範囲です

ので。それは事務を兼職するという形になります。  

 だから、理事長は副市長がなっていて、事務局長については都市整

備部長がやっております。  

岩村委員   はい。  

会長     ご説明ありがとうございました。  

ほかにございませんか。  
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髙橋委員   さっき石原課長が玉川上水の桜の関係で、新聞にも載っていますよ

ね。これは余計なおせっかいかもわからないけれど、市民の方々は、

知っている人もおられると思うけれども、大方あまり知らない方が多

い。  

 そういう意味で、１つは、そういうものをできるだけ、広報誌など

を通じたり、市民の方々にそういう経過があってつくられているんだ

ということを、情報として提供する機会をできるだけ多くつくってい

ただくということが必要かなと思います。  

 と同時に、さっきこれからの予定の中で話された貫井北のけやき公

園とか、滄浪泉園の北西の隣地の買収とか、そういうことで、環境部

さんだけのものではないけれども、都市計画課のほうとか教育委員会

も関係するし、農地のほうも関係しますから、そういう限られた財源

で、環境部は一緒懸命やっておられる。今日に始まったことでなくて、

以前からそういうことですけど、そういう環境部さんの努力を、やは

り市民の方々に知っていただくというのも、行政としては必要だと思

うんです。  

 着実に農地はそういう方向でやるけれども、市のほうは一生懸命努

力されて、公園緑地を増やすということをしているとか、そういうこ

とはぜひ、ＰＲをされてはいかがでしょうかというふうに余計なおせ

っかいですけれども。  

環境部長   ありがとうございます。確かに、今言われるように、結局、やはり

市としても緑を確保していくという、財政的にはかなり厳しい状況の

中でやっていますので、そういうところはきちんと出していく必要が

あるかなと思ってございます。ちょっとその辺は検討させていただき

ます。  

 それと、玉川上水の関係については、結局昔からの経過で、昔の姿

に戻しましょうという形で、もともとは桜並木、これは江戸時代から

桜の名所としてきたところが、結局管理が行き届かないという形で、

今は単なるグリーンベルトになっているわけですが、今の計画でいく

と、小金井市の範囲は、全部名勝小金井桜として史跡指定されていま

すし、玉川上水自体も全域が史跡指定されましたので、そのあれを昔

の姿に戻そうという形で、一部反対があるのですが、小金井市域の中
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では桜並木にしていくという形になりますので、今のグリーンベルト

そのものを、一応計画では全部、一度伐採をして、そこに昔のヤマザ

クラを植えるというような計画になっています。  

 これは試験的に、今年度、来年度に、ちょうど６４０メートル、小

金井公園の正門のあたりを全部、木を伐採して、４年間の間に６４０

メートルを桜並木にする。  

会長  ４年間で６４０メートル。 

環境部長   はい。将来的には、名勝桜区域、小金井の市域の部分についてはそ

ういう形にするのですが、それは一遍にはできないという形で、当面、

４年間かけて６４０メートルをやると。それで、今年度、来年度は１

５０メートルをやるという計画になっております。 

会長  小金井市全域だと何メートルというか、何キロになるんですか。 

事務局    ２キロ近くあるのかな。単純に２キロ……。２キロ強ですね。小平

のほうまで含めて３キロということになると。 

会長     で、とりあえず現在の計画だと、４年間で２キロのうちの６４０メ

ートルを全部伐採して、そういう形に。 

事務局    ちょっと訂正ですが、２４年までで６４０だったと思います。その

６４０をやったことをモデルとして検証した後、その後１０年かけて

３キロまでやるかどうかという結論になると思います。 

会長    ４年間で６４０ではなくて、まずは１５０メートルをやって、その後、

検証しながら、２４年までは６４０メートルをやると。 

事務局    すみません、訂正させていただきます。 

髙橋委員   玉川上水は国指定の文化財ということで、東京都さんで教育委員会

  管理計画……。 

環境部長  二重にかかっているんです。小金井市域の分に関しては、名勝小金

井桜という国の文化財として指定されている部分と、玉川上水全域が

土木遺産という形で史跡指定されています。 

 それと、東京都のほうの環境分野でも指定はされていますが、国の

指定がもうかかってしまいましたので。 

髙橋委員   そうですね。それで、それの保存管理計画というのがつくられてい 

ると。３年前ぐらいでしたっけ。そういうの、意外と知らないんです 

よね。だから、そういうのもぜひ。もちろん、小金井市の市域の中だ 
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けの問題ではなくて、全体がつながっているから、そういうのも市民 

の方々に知ってもらって。例えば小平が一生懸命やっている。隣近所 

の関係で、小金井市もいろいろと頑張っているというのは感じている 

ので。そういうのも頑張ってＰＲしておいたほうがいいと思います。 

 保存管理計画って意外と知らないんですよね。 

上田委員  保存管理計画は１８年から１９年にかけての策定なのですが、その

後、２１年に整備活用計画が、別なものとしてつくられていまして、

整備活用計画策定委員会みたいなものが水道局の中にあって、そこで

議論して、今後１０年間で上流部、中流部、それから区部の下流部と

いう形で分けて整備していくようです。 

 上流部は、今も現存する導水路として活用されていますのが、特に、

中流部、繁茂してしまってジャングルのような部分もあるので、それ

を水道局、または教育庁などが整備します。あとは私ども環境局は清

流復活ということで、下水の高度処理水を予算をとって流しています

が、各局連携で整備活用をどうしていくのかを保存管理計画で示され

た方針に沿ってやるというふうには聞いております。環境局も、その

清流復活というところで絡みがあります。 

環境部長  だから東京都さんでつくった、今、上田委員が言っていただいた計画

      に基づいて、市でも同じ計画をつくって、実際に桜を植えていくとい 

      うのは市の責任でやっていく。市と東京都が連携して、木を切ること 

      は東京都がやって、そこに桜を植えていくというのは市のほうの計画 

で、地元と東京都が連携して事業を進めていくと。 

上田委員  その整備活用計画をつくるに当たっては、上水沿線各市の皆さんの意 

見は承ったということを私は聞いておりますけれども。 

岩村委員 ことしは４０本、だめなんですか。少ないなと先ほど。 

環境政策課長 まず、小金井公園などで市民の方が育てていただいた桜が２６本ご

ざいまして、それを今年度植えます。 

 それに続く植樹なので、３年であと１２０本程度は植えていこうと

いう思惑は、市民団体も市も持っているのですが、実際にこの１５０

メートル区間は一番最初の試験的な区間なので、そこでどういう問題

が出るかというようなところも、まだはっきり見えていない段階なの

で、手始めに４０本は市で確保して、それは確実に２３年度中に植え



 

 － 15 － 

ていきたいという考えでやっております。 

環境部長   木を育てるのに何年も。 

会長     かかりますよね。 

環境部長   にちょっとあれだと思うのですが、何年もかかるんです。ただ、今

は、植える木が早く言えばないんです。ヤマザクラを確保しなければ

いけない。それを確保して、一定育てるのに何年もかかるので、時間

が相当かかる。 

 どのくらい桜ってかかるの。 

船田委員   そうはかからない。育ちがいい木で。幾ら切っても。まあ１０年 

経てばかなりふくらんでくる。 

会長     ほんとうに、最初、６００メートル区間で検証していくというのは、 

非常に私は大切なことだと思うので、環境というのはいろいろな方の 

思いがあるから、それは別としておいて、とりあえず現在の状況が、 

生物の多様性という観点から見たとき、どの程度貢献をしているかと 

いうものの評価というものもどこかでしていかなければいけないと思 

うんです。 

       小金井桜に関しては昔のものを復活するということになるわけです 

が、桜のところだけが復活されるわけで、桜の周りの緑の自然という 

のは別に復活されないわけなんですよね。もちろん、小金井公園とい 

う非常に大きな緑の土地はあるのですが、そこは一応整備されたとこ 

ろで、決められた木が決められた間隔で植わっていて、下草は常に刈 

られているという状態ですから。 

ただ、玉川上水に桜がたくさんあって、お花見がにぎやかに行われて 

いるようなところは、下草がいっぱい生えているような雑木林とか、 

そういうものも市内にはたくさんあったはずなんです。で、そこまで 

は復活できないわけなんですよ。 

私もよくわかりませんが、もしかすると現在の玉川上水のあのうっ 

そうとした状態が何か影響を及ぼしている……まあ全く及ぼしていな 

いということはあり得ないのですが、その辺のアセスというものをし

っかりほんとうはやられたほうがよいと思います。 

 そのために、例えば子供が昆虫がとれなくなってしまったとか、

そのようなことが起きても困ると思いますし、その辺は今後様子を
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見ながらやられていくとよいのではないかなと思います。 

岩村委員  貴重なビオトープネットワークの回廊になっているわけですか 

ら、桜がきれいだという人間の、ある意味ではエゴというか好み 

でやってしまうと、かえってバイオマスですから、生物量を減ら 

してしまうことにもなるわけですよね。それから、道を切ってし 

まうということにもなるわけですよね。 

  会長  ただ、あまりうっそうと茂り過ぎていると、日当たりが悪くなって

生えてこない下草の植物もありますよね。みたいな。 

 ですから、何がいいかというのはなかなか難しいところはあるので

すが、やはりどういう現状になっているのかというのを、なるべくし

っかり調査をした上で、そういう新しい事業をやって、その結果どう

なったかということは、皆さんよく理解してやっていかないと、環境

というのは難しい問題があると思います。 

  片岡委員 あそこの現場はやはり、散歩がてら皆さん歩かれると、またいろ

いろと違うと思うのですが、私は今、切っているのとかを見ますと、

けやきのものすごい、大きいのがいっぱい切ってあるんです。私は部

分的かなと。風通しが悪いためか。でも、あれだけ育ったけやきをぼ

んぼん切ってしまって寂しいなという部分もあったのですが、結果的

にはニホンザクラが小金井の桜だということも、その部分で私などは

知ったんです。小金井はソメイヨシノだと思ってしまっていたわけで

すよ。お花見に行けば、公園のほうに行ってしまいますよね、どうし

ても。 

 それで、そばに住んでいる農家の方や植栽をやる方が、ここは昔か

ら船なんかも通って、昔は船宿みたいなものもあったんですって。そ

ういう歴史を聞きますと、ああそうなのかと思ったりして。 

 だから、それから時間を過ぎて、またどういう結果が出るか。下草

のところも、昔なんかはギンランとかいろいろなものがあったのを、

また復活、長い間にまた出てくるという希望もあるみたいですよね。 

 だから、その楽しみもまた見つけ出して、犠牲は犠牲でしようがな

いから、先々のことでしたほうがいいかなと思うのと、また、一番ち

ょっと私、困ったなと思うのが、竹がすごいんです。もう少し、今や

っているこっちは。それで、向こう側も全然見えないし、あれを早く
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切ってもらいたいかなと、私の希望としては思うのですが。 

環境政策課長 玉川上水の整備活用計画の中で、水面を見せるというようなことも

重要な計画の柱になっていますので、ここは上水路なんだということ

を知っていただかないと、史跡、要は土木遺産としての価値とかそう

いったものも損なわれてきますので。そういった観点も計画の中には

入っています。 

片岡委員   そうですね。それから、小金井のところと、小平のほうに行って 

景色を見ると、また全然違うんですよね。水面が見えて、木がこう。 

周辺の方も草をとったり、そういう活動をなさっているみたいで。 

よく歩くんですよ、立川のほうからずっと。そうすると、そこで歴 

然の差が出てきてしまう。 

       だから、やっと小金井もそういうのに力を入れてくださることが 

できるような、月日が長い間たって、これはとても喜ばしいことで 

はないかなと思いまして。 

上田委員   今、けやきを切るというお話がありまして、私も自然公園の管理 

などをうちの課の仕事にしているので、羽村の取水堰、羽村公園の 

ほうからこちらずっと下流に向かって現場を歩きましたが、上流部、 

小平監視所のあたりは、現役の導水路として東村山浄水場に水を送 

っていますので護岸がしっかりしているのですが、小平監視所から 

東村山浄水場に全部水を送ってしまうと、そこから下流はほとんど 

水が流れていなくて、下水道から高度に再生された水を上水路に流 

しています。中流部は素掘りのままのところがあるんです、護岸が。 

そこに、育ち過ぎたけやきが、のり面のところに生えていて、素掘 

りの壁面、のり面のすぐそばまで宅地があるところがあります。そ 

ういう意味では、木があることによって、いつ崩れるかわからない 

ような状況もあるので、やはり必要に応じて切るのは仕方ないと思 

います。緑は大切にするという考え方はもちろん重要なのですが、 

個人の使用されているお宅・生命・財産の危険がありまして。そう 

いう必要性のあるところは、整備をやっていくべきだと思います。 

岩村委員   先にけやきを切ってしまうことによって、根はとらないでそのま 

まになるわけですよね。 

事務局    水道局のほうでやるので、どんなやり方をするかはまだ。 
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岩村委員   そうすると逆に、せっかく露天掘りのところも崩れてしまうという 

可能性も。 

上田委員   水道局でも審議会の先生のご意見、特に土木工学、河川工学の先生

の意見も聞いているという情報ですので、危険があるようなやり方は

しないとは思いますけれども。 

会長  ほかに何かございますか。 

それでは、この後、議題（２）のほうの、梶野公園の現地説明会と

いうのがございますが、現地へ行く前に、事務局のほうから何かご説

明がございましたらよろしくお願いいたします。 

事務局    では改めて、梶野公園の関係につきまして、現地の前に若干お話を

させていただいて、それで現地を見学していただくというふうに、そ

ういうスケジュールでお願いしたいと思います。 

 一応、簡単な資料をお配りしてあるのですが、５枚つづりで簡単な

資料を見ていただいてそれに沿った形でちょっとご説明をしたいと思

います。 

 ５枚そろっていますでしょうか。漏れがなければ、それをもとに、

若干時間が押しているので、早目にご説明をさせていただきたいと思

います。 

 資料１につきましては、一応梶野公園のいわゆる経過概要というこ

とで、今までどういう経緯を経ているかというところでお示しをして

ございます。これは見ていただければということで、中身については 

省略していただきたいと思います。 

 平成２０年５月２８日にも、実は梶野公園の整備計画等について審 

議会等を行いまして、一部の活用という部分もあるのですが、その都 

度、審議会では進捗状況等のご説明をしてきているところですが、そ 

の当時の委員さんも若干変更されているので、重複するところもある 

かと思いますが、ちょっと掲載させていただきました。 

 一応、概要につきましてはそんな感じということでございます。 

 それから、整備計画のところで、平成１９年度から今年度の２２年

度につきまして、いろいろ計画を立ててやってきているところが、２

枚目で資料として提示してあるところでございます。これについて若

干補足説明をさせていただきたいと思います。 
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 平成１９年度につきまして、梶野公園の活用計画作成調査委員会と

いうものを実施いたしました。内容といたしましては、梶野公園の整

備に関する近隣住民へのアンケート、また、周辺住民へのインタビュ

ー、懇談会等を開催させていただきました。また、住民参加による公

園づくりなどをやっている自治体にお伺いして、事例などの収集も行

いました。 

 ２０年度につきましては、梶野公園の活用計画委託というものを実

施しておりました。業者に発注しております。内容につきましては、

平成１９年度に実施した調査を踏まえて、市民のワークショップを行

いました。それは年間５回開催いたしまして、梶野公園をどういう形

でつくっていったらいいのかなというワークショップを行いまして、

計画案の原案を作成してまいりました。 

 そのワークショップの中でいろいろなご議論をいただきましてつく

り上げたもので、かなり濃い、密度のあるご協議をいただいて、計画

案を作成したという経緯がございます。 

 ２１年度につきましては、その計画案をもとに、概算設定までは出

していただいたのですが、それをもとに実質的な計画書、設計書の作

成を業者に委託しております。 

 その間、業者のほうと、ワークショップではないのですが、設計を

進めていく中で、設計説明会というものを１年に３回ほど行いました。

設計の中身について、一応前年度にワークショップということでまと

めてあるのですが、若干の修正等が出てきた部分を市民の皆様にお知

らせしながら、ご協議をいただきながら、意見を取り入れながら設計

書をまとめ上げたというところです。 

 で、その設計書の中で、２２年度、今年度でございますが、設計書

をまとめ上げて、８月に工事を発注しました。 

 で、一応２３年２月、実をいいますときょうがほんとうの最終工事

の日ということになっているのですが、きょう完成というところで、

工事を進捗してまいりました。 

 後で見ていただきますが、趣旨の説明につきましては現場でご説明

させていただきたいと思います。 

 その後、先ほども言ったように、２月１９日に開園イベントという
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ところでイベントを開催したいという運びになっております。そのイ

ベントにつきましても、開園準備委託ということで、業者さんに今発

注をして、いろいろ準備をしてきているところです。 

 開園の式典の中身につきましては、実は前段でお配りしております

が、オープニングセレモニーというビラをお配りしてあると思います

が、これで広く市民の皆様にＰＲをして、当日来ていただくような形

で、今、ＰＲをしているところですが、こんな中身の内容で、当日は

行っていきたいということです。 

 一応、式典につきましては１１時から１２時まで一般的な式典が行

われまして、その後イベントをしていくということですが、イベント

につきましては、やはり今年度に準備委託という中で、ワークショッ

プという形式をとりながら、市民の人たちでつくり上げるイベントに

したいので、どういう形のものがいいのだろうかというところから話

を進めてまいりまして、イベントとしては、この梶野公園で子供たち

がどんな遊びができるのだろうかというような分科会と、多目的グラ

ウンドみたいなものをつくって、老人たちがゲートボールか何かがで

きないだろうかというゲートボールの分科会。それと、やはり公園内

を１年じゅう花できれいにしたいという中で、花の分科会というもの

ができました。あともう１つ、公園を利用する人たちが、犬の問題と

いうのがかなりいろいろ出ていまして、犬を公園に入れるとか、そう

いったことでいろいろ、今までにトラブルが発生してきて、やはり犬

の場合ですと好きな人と嫌いな人がいらっしゃいますので、犬の好き

な人にとってみれば「こんなにかわいいのに」という言い方をするし、

嫌いな人はかわいくても怖いという部分があるので、その辺で、何か

公園でうまく利用者が協調できないだろうかという分科会ができて、

わんわんパトロールをしたらいいのではないかと。それも公園の安全

安心を守るという部分にも寄与するので、そういうパトロール隊をつ

くって、公園及び周辺を見回ったらいいのではないかというような分

科会ができて、４つの分科会ができました。 

 その分科会の中で、イベントに何か発表をして、何かうまいことが

できないかなというところから、この話が進んで、当日はその分科会

が主催するいろいろなイベントを開催するということで、イベントの
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中身は決まっていたということで、それに向けて今、準備をしている

ところです。 

 それに伴って、冬場の寒い時期ですので、市内の障害者団体に飲食

等のブースを設けていただいて、豚汁、芋煮、綿あめ、お汁粉等を販

売していただいて、障害者団体もこういう事業をやっていますよとい

うＰＲも兼ねて、その人たちにお願いをして、飲食コーナーを設けて

います。 

 これにつきましては、市のほうの招待といいますか、子供たち、３

歳以上中学生未満につきましては３００円分ぐらいの金券というか引

きかえ券をお渡しして、その範囲内で飲食をしていただく。大人の方

は、恐縮ですがお金を払っていただくと。数に限りがあるので、売り

切れたらそこで終了というようなことで。 

 一応、ここの公園もエコに対する施設を整えていますので、ごみ減

量のためにマイ箸、マイバッグをご用意くださいということでお願い

しているのですが、お持ちでない方はリサイクルショップというもの

がありますので、そのリサイクルショップを利用しながら、なるべく

ごみを出さないようなところで式典が進められるようにと思って、そ

ういうものも用意してございます。 

 あと、イベントにおいては、市で講師の方に来ていただいて、わん

わんパトロールにつきましては警察のほうから発足式ということで、

発足の記念の通知をそこで贈呈するとか、消防署長さんにもお見えい

ただいて、小金井市の防災体制だとかいうことも、ちょっとお話をい

ただくというふうに考えております。 

 あと、イベントの花の分科会におきましては、ガーデニングデザイ

ナーの方をお呼びして、できれば市民がつくる公園づくりというよう

な講演をしていただいて、イベントの中で季節の花の記念植栽という

ふうに、いろいろ考えています。 

 ゲートボールについては、子供たちとゲートボールを楽しみながら、

ゲートボールを広く普及したいということもあるので、子どもたちと

どんな遊びができるだろうかというのも企画して、粗品を子供たちに

あげるというところもあります。 

 最終的に、イベント、もう１つ、ここの公園が防災公園の位置づけ
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ということで、防災グッズとして、防災トイレなども設置してあるの

ですが、非常食の試食会ということで、アルファ米というものもあり

まして、市の防災消防のほうから提供をいただきまして、当日アルフ

ァ米の試食会を開催するというところで考えております。 

 で、大人の人たちにつきましては苗木配布をしようということで考

えておりまして、全体で７００本ほど、樹木の苗木配布を考えており

ます。これは時間になってお並びいただいて、順番に配布していくと

いう計画をしています。 

 で、ごみ対策課のほうから、小金井市のごみで生産した堆肥を無料

でお配りするというコーナーも設けておりますので、その辺も皆さん

に提供していきたいと考えておりますし、そのような中身で、当日は

進行していくということで、一応１１時から１２時の式典、１２時か

ら３時まで分科会のイベントという内容で当日は考えて、開催に向け

て努力をしているところでございます。 

 当日、雨等がございましたら、その次の日に順延というところで、

なるべく、その両日には何とか開催したいと思っています。こればか

りは天気の問題ですのでなかなか難しいのですけれども。 

 一応、１９日にそういう段取りでやるというところで進めておりま

す。 

 開催のイベントにつきましてはそういう中身で、次に、簡単にご説

明申し上げますが、資料３で、設備内容というところでだだっと書い

てございますが、これが主な施設というところで列挙されています。

後で現地を見ながら、実際に見比べながら見ていただければいいかと

思っていますが、一応こんな内容で整備はいたしました。 

 次と次の２枚ですが、一応これは図面をあえてつけております。 

 次のページの図面につきましては、これは見てもわかりづらいかと

思いますが、設計書の平面図でございます。これは当時、設計をした

時の図面で、次のものは戯画風の図面になるのですが、若干、位置な

どの変更はあろうかとは思うのですが、見比べる意味で付けました。

完成形としては、最後のページのものが完成形として、今、現場でで

き上がっているものでございます。 

 これが、ワークショップをやっているときに、この公園はなるべく、
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それほど様変わりするようなものというよりは、自然の緑を残した形

で整備したらいいのではないかという意見が大半を占めていまして、

なるべくそれを実施した形で、自然の樹木等を残しながらやったとい

う経緯がございます。 

 その中でも、やはり十数本、樹木を切らざるを得ないという状況が

出てきています。実際に樹勢が悪いものだとか、そういったものにつ

いて、１５本ぐらいは伐採、抜根しています。樹種としては桜だとか

アキニレだとか、クワの木などは、樹勢が悪いということで一定の判

断の中で伐採、抜根しています。ただ、植栽もかなりの量の植栽をし

ていまして、ちょっと詳しくは申し上げられないのですが、実は東京

都から植栽をもらったりして、本数的にはかなりの本数を植栽してい

まして、６００本近く低木を含めて植栽しています。現地を見ながら、

植栽しているところは確認できると思います。かなりの本数で植栽し

ているという部分は。 

岩村委員   ここに載っていますよ。何本か。資料３。イヌツゲ６００本。メグ 

スリ３本。ガマズミが４６本などなど。 

事務局    失礼しました、入れてありますね。外周でイヌツゲが６００株、園

内にメグスリノキが３本、ガマズミが４６本。で、支給品としてキン

モクセイが２３０本。フィリサカキというんですか、それが８０本。

オウゴンモチノキが１５０本。というところで、植栽もしております。

失礼しました。 

 一応、こんな中身で工事のほうも、本日をもって完了しているとい

うところでございます。 

 以上でございます。 

会長 ご説明ありがとうございました。 

もし質問等がございましたら、現地の説明のときに……あ、今です

か。はい。 

林委員 すみません、植栽のところですが、樹勢が悪いので伐採するとい 

うのはわかりましたが、結局現存するものそれは何が何本あってと 

いうのはわかりますか。今でなくてもいいのですが。 

事務局  それはうちのほうで資料がありますのでわかります。当初、最初に

全部の本数を調べていますので、それと比較すれば、何本残っている



 

 － 24 － 

かわかります。 

髙橋委員  この場で聞きたいのだけれど、資料２の一番最後のところで、４つ 

の団体さんの協力を得ていく。今回、梶野公園サポーターは、この４ 

つの機関がこういうものをつくって、中心になってやるということで

すね。 

事務局    そうです。 

髙橋委員   どうなっているかなと思って。要するに、サポーターをつくって、 

それで中心になってやっていますよということですね。 

事務局    そういうことです。 

髙橋委員   はい。それから最後、後ろから２枚目の図面と最後の図面ですが、

今回開園する公園は、区画整理地区の公園を含まずにやるんですよね。 

事務局    いや、含んでおります。 

髙橋委員   含んでいるの。この図でいうと右側のところ、最後の図の右側に隣

地がありますよね。これは区画整理で公園になる予定ではないんです

か。 

環境部長   一部分ですね。南側のところが、区画整理事業で道路がつきます。

今、道路の部分が、まだ民地が残っていて、家が建っています。それ

が、権利変換後にほかに動きますので、道路にすべて、公園の南側は

接続します。 

 だから、あと１メートルほど、南側に公園は広がります。だから、

本来の正面入り口は南側になるのですが、民地があるので、その辺の

整備はまだ終わっていないんです。 

髙橋委員  資料１の、公園用地の一部の用地取得、１,７３１平米が公園に全 

部含まれていると考えていいですね。それで新たに加わるのは都市計

画道路だけだと。 

環境部長   今回、ここの資料の７,４４７平米と１,７３１平米については、整

備が終わった部位です。あと、それより南側に１メートルほど、公園

との道がまだ残りますので、そこは公園が広がっていく。 

髙橋委員   この図に、区画整理で都市計画の街路が入るのはここに入りますよ 

というのを入れてくれると。要は、ここに入り口ができるという。そ 

れが歩道につながるのかな。 

事務局    そうです。 
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髙橋委員   そういうことがわかるようにしていただくと。 

事務局  これは設計書で入れてしまったものですから、そこの部分はちょっ

と抜けてしまった部分があると思います。 

髙橋委員   はい、わかりました。 

会長  ほかにございますか。 

環境政策課長 １件、皆さんにご議決いただかないといけないものがあるのですが。 

次第から抜けていて申しわけございません、前回の審議会の会議録

の承認なのですが、事前に配付させていただきまして、何かありまし

たらお申し出くださいという形でお願いしてあると思うのですが、特

にないので、この形で会議録のほう、ホームページや情報公開コーナ

ーで公開させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

会長  それでは、現地説明会の後に解散ということにいたしたいと思いま

すので、質疑等の会議はこれにて終了したいと思います。 

 

                        ── 了 ── 


